
富士への祈り

町内に残る富士講
碑

歴史散歩
第 277 回

「
富
士
講
碑
」
な
ど
屋
外
に
残
る
富
士
講

関
連
の
史
跡
、
石
造
物
も
あ
り
ま
す
。

　

毛
呂
山
町
内
に
も
下
川
原
や
沢
田
、
川

角
、
葛
貫
、
小
田
谷
地
区
な
ど
各
地
に
幕

末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
富
士
講
碑
が
存

在
し
ま
す
。
富
士
講
碑
は
、
講
が
活
動
し

て
い
た
時
期
や
講
員
の
参
加
人
数
な
ど
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
史
料
で
す
。

　

毎
年
７
月
か
ら
９
月
の
登
山
シ
ー
ズ
ン

に
数
多
く
の
登
山
者
で
に
ぎ
わ
う
富
士
山

の
登
山
道
を
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代

の
富
士
講
の
講
員
た
ち
も
一
歩
一
歩
を
踏

み
し
め
な
が
ら
頂
上
を
め
ざ
し
た
の
で

し
ょ
う
。

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
18
日
ま
で
富

士
講
を
は
じ
め
と
し
た
信
仰
の
旅
に
つ
い

て
の
企
画
展
「
祈
り
の
旅
～
村
び
と
の
旅

事
情
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
２５
年
、
富
士
山
は
関
連
す
る
文
化

財
と
と
も
に
「
富
士
山
‐
信
仰
の
対
象
と

芸
術
の
源
泉
」
の
名
で
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
美
し
い
山
形
か
ら
奈

良
時
代
の
和
歌
や
江
戸
時
代
の
浮
世
絵
の

テ
ー
マ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
富
士

山
は
、
神
が
宿
る
山
と
し
て
古
く
か
ら
崇

拝
さ
れ
る
山
で
し
た
。
江
戸
時
代
以
降
、

「
富
士
講
」
と
呼
ば
れ
る
富
士
山
を
信
仰

す
る
民
間
信
仰
が
広
ま
り
ま
し
た
。

　

富
士
講
は
、
講
員
が
集
ま
っ
て
経
典
を

唱
和
す
る
「
オ
ガ
ミ
」
と
呼
ば
れ
る
行
事

と
富
士
山
へ
の
登
頂
を
中
心
に
活
動
し
ま

す
。
特
に
富
士
登
頂
は
、
講
で
お
金
を
積

み
立
て
、
代
表
者
を
選
抜
し
て
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

埼
玉
県
内
に
は
、
か
つ
て
数
多
く
の
富

士
講
が
存
在
し
、
富
士
講
に
ま
つ
わ
る
史

料
も
多
数
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。な
か
に
は
、

富
士
山
を
模
し
た
人
工
の
塚
で
あ
る
「
富

士
塚
」
や
富
士
登
頂
を
記
念
し
て
建
て
た

葛
貫
地
区
に
残
る
富
士
講
碑

Vol.02　ゆず味の豚照り焼き

甘辛い照り焼きのたれを、ゆず果汁ですっきり

さわやかに。苦味が出ないように、果汁は最後

に加えます。

1 人分 ／ 326 kcal ／塩分 1.4 g
材料（2人分）

豚ロースしょうが焼き用肉…6枚（約 200g）
小麦粉…適量

[しょうゆ・酒・みりん
…各大さじ 1

サラダ油…大さじ 1/2
ゆず果汁…大さじ 2（約 1個分）
ゆずの皮（せん切り）…1/2 個分
サラダ菜…適量
ミニトマト（半分に切る）…4個

作り方

❶　豚肉は小麦粉を薄くまぶす。aは混ぜ合わせる。
❷　フライパンに油を中火で熱し、豚肉を重ならないように入れ、両面を焼く。焼き
　色がついたら aをまわし入れて火を少し強め、フライパンを揺すりながらたれをか  
     らめて照りを出す。
❸　ゆず果汁をふり入れ、手早くからめて火を消す。
❹　器に盛り、ゆずの皮を散らして、サラダ菜、ミニトマトを添える。

町の特産品『桂
かつらき

木ゆず』を使ったレシピをご紹介します
問合せ／役場産業振興課商工観光係 ｔ049（295）2112内線213
写真・レシピ協力／女子栄養大学

桂木ゆず

イチオシレシピ

a
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町
の
公
共
施
設
の
在
り
方
を

考
え
る
上
で
、
今
後
の
人
口
の

推
移
や
財
政
的
見
通
し
が
密
接

に
関
わ
っ
て
き
ま
す
。

 
毛
呂
山
町
の
人
口
は
、
平

成
７
年
の
３
万
９
８
０
８
人

を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
平
成
52
年
に
は

２
万
９
２
６
４
人
と
な
り
、

３
万
人
を
下
回
る
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
齢
構
成

別
に
見
る
と
生
産
年
齢
人
口
が

55
・
３
％
ま
で
減
少
し
、
高
齢

者
人
口
は
33
・
１
％
ま
で
増
加

す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

財
政
面
に
お
い
て
過
去
10
年

の
歳
出
の
実
績
を
見
る
と
、
義

扶
助
費
な
ど
義
務
的
経

費
の
増
加
が
顕
著
に

平
成
52
年
に
は
人
口
３

万
人
を
下
回
る
と
推
計

公
共
施
設
を

考
え
よ
う

未
来
の
た
め
に

公

施

等

合

理

共

設

総

管

計
画

 2

務
的
経
費
の
う
ち
扶
助
費
の
増

加
が
顕
著
で
す
。
平
成
17
年
度

で
は
約
８
・
４
億
円
で
し
た
が
、

平
成
27
年
度
で
は
約
19
・
４
億

円
と
な
り
、
２
倍
以
上
増
加
し

て
い
ま
す
。
今
後
予
想
さ
れ
る

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
を
考

え
る
と
、
税
収
の
減
少
、
扶
助

費
の
増
加
に
伴
い
、
公
共
施
設

の
改
修
や
建
替
え
等
に
充
て
る

費
用
を
圧
縮
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
で
、
ど
の
よ

う
に
公
共
施
設
を
維
持
・
管
理

し
て
い
く
か
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

 H17
（2005）

※
扶
助
費
・
・
・
社
会
保
障
制
度
の

一
貫
と
し
て
住
民
福
祉
を
支
え
る
た

め
の
経
費
で
、
社
会
福
祉
費
、
老
人

福
祉
費
、
児
童
福
祉
費
等
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

生産年齢人口（15 歳～ 64 歳）
H27  61.3% → H52  55.3%
高齢者人口（65 歳以上）
H27  28.8% → H52  33.1%

平成 27 年度の扶助費は 10
年前の 2 倍以上に

問合せ
役場企画財政課企画係
ｔ 049(295)2112 323

義
務
的
経
費
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総人口 年少人口割合 生産年齢人口割合 高齢者人口割合

 H17
（2005）

 H29
（2017）

 H30
（2018）

 H31
（2019）

 H27
（2015）

 H28
（2016）

 H25
（2013）

 H26
（2014）

 H23
（2011）

 H24
（2012）

決算額

20

40

60

80

100

120
億円

22.5

7.4
8.4

49.6

87.9

21.3

7.7

8.5

44.7

82.2

20.7

7.5

9.8

46.1

84.1

20.5

7.5

10.8

45.1

83.9

19.5

7.4

55.0

93.3

18.7

7.4

56.6

98.0

18.9

7.6

50.8

93.4

18.6

7.7

61.2

104.7

17.4

7.3

62.9

17.4

8.1

55.8

17.4

7.8

59.0

19.0

8.3

54.3

18.4

8.6

52.1

96.1

18.3

9.0

49.7

94.1

18.2

9.3

50.4

95.2

義
務
的
経
費

人件費 公債費 扶助費※ その他経費 出典：各年決算資料、中期財政計画

予算 推計額

20

40

60

8031,197

5,000

34,467
38,746

39,808 39,711 39,122 39,054
37,27535,972

34,313
32,554

30,814
29,264

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000
％人

 S55
（1980）

 S60
（1985）

 H2
（1990）

 H17
（2005）

 H22
（2010）

 H27
（2015）

 H32
（2020）

 H37
（2025）

 H42
（2030）

 H47
（2035）

 H52
（2040）

 H7
（1995）

 H12
（2000）

実績値 推計値

104.9
100.2 103.6 101.5

11.4 15.3 16.1 17.2 17.3 18.9 19.4 19.9 17.0 17.1 17.3

 H22
（2010）

 H21
（2009）

 H20
（2008）

 H19
（2007）

 H18
（2006）

68.6 70.5
73.7 75.0 73.9

70.9
66.4

61.3 59.7 58.7 58.0 57.1 55.3

24.8 21.9
17.5 14.5

12.6 11.5 10.8 9.9 9.6 9.9 10.7 11.1 11.5

13.5
17.6

22.8
28.8 30.7 31.4 31.3 31.7 33.1

6.6 7.6 8.8
10.5

100

●総人口及び年齢３階層別人口割合の推移と見通し

※実績値は「国勢調査」、推計値は毛呂山町人口ビジョンより
※年少人口：15 歳未満の人口、生産年齢人口：15 歳以上 65 歳未満の人口、高齢者人口：65 歳以上の人口

●歳出の推移

（年度）
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